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第5回ふるさとイベント大賞の部門賞を受賞し、今年はさらに気合いが入る「源平火牛まつり」実行委員会のメンバーの皆さん。

科学技術を楽しもう！特
集
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■
五
月
二
十
四
日
、
地
域
振
興
整

備
公
団
が
造
成
す
る
企
業
団
地

「
小
矢
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
」

の
起
工
式
が
、
小
矢
部
市
の
ク
ロ

ス
ラ
ン
ド
お
や
べ
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

■
中
沖
知
事
、
大
家
小
矢
部
市
長

な
ど
、
関
係
者
約
百
二
十
人
が
出

席
し
、
工
事
の
無
事
完
了
を
祈
願

し
ま
し
た
。

関
係
者
約
六
百
名
が
出
席
し
、
起

工
祝
賀
会
と
建
設
促
進
大
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
今
後
、
上
越
ー
糸
魚
川
、
新
黒

部
ー
富
山
の
両
区
間
が
フ
ル
規
格

で
新
規
着
工
さ
れ
、
ス
ー
パ
ー
特

急
方
式
で
建
設
中
の
糸
魚
川
ー
新

黒
部
間
は
、
フ
ル
規
格
に
変
更
の

う
え
建
設
さ
れ
ま
す
。
概
ね
十
二

年
後
の
完
成
を
目
指
し
て
お
り
、

東
京
ー
富
山
間
の
所
要
時
間
は
現

在
の
三
時
間
七
分
か
ら
二
時
間
七

分
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
新
幹
線
建
設
課
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し
て
」と
題
し
て
講
演
し
、
五
つ
の

立
県
構
想
や
県
民
参
加
の
挑
戦
目

標
な
ど
、計
画
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。知
事
は
、「
県
づ
く
り

の
主
役
は
県
民
の
皆
さ
ん
で
す
。み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、元
気
な
富

山
県
の
創
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
」と
約
八
百
名
の
参
加
者
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

■
ま
た
、
計
画
の
策
定
に
携
っ
た

総
合
開
発
審
議
会
の
四
人
の
委
員

か
ら
、
計
画
の
実
行
や
県
民
参
画

の
重
要
性
に
つ
い
て
意
見
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

●
問
合
せ

県
庁
総
合
政
策
課
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計画の概要が紹介された県民新世紀フォーラム

起工式では産業の新拠点着工を祝った

北陸新幹線起工式であいさつをする中沖知事

北陸新幹線ルート図

5月

24日

県
民
新
世
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
二
十
一
世
紀
初
頭
の
県
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
新
し
い
総
合
計
画

「
富
山
県
民
新
世
紀
計
画
」を
広
く

紹
介
す
る
「
県
民
新
世
紀
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
、五
月
十
六
日
、富
山
国

際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
中
沖
知
事
が
、「『
水
と
緑
と
い
の

ち
が
輝
く
元
気
と
や
ま
』を
め
ざ

5月

16日

小
矢
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
起
工
式

■
五
月
二
十
七
日
、
北
陸
新
幹
線

上
越
ー
富
山
間
の
起
工
式
が
Ｊ
Ｒ

富
山
駅
南
口
広
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
起
工
式
で
は
、
中
沖
知
事
、

森
前
首
相
、
綿
貫
衆
議
員
議
長
な

ど
、関
係
者
約
九
十
名
が
出
席
し
、

起
工
宣
言
や
く
わ
入
れ
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

■
ま
た
、
同
日
、
市
内
ホ
テ
ル
で

5月

27日

北
陸
新
幹
線
上
越
ー
富
山
間

起
工
式

未着工区間 

今回着工区間（フル規格） 

既着工区間（スーパー特急） 

既着工区間（フル規格） 

開業区間 

■
同
パ
ー
ク
は
二
十
二
・
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
整
備
し
、
一
般
機
械
等

の
製
造
業
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や
デ

ザ
イ
ン
等
の
サ
ー
ビ
ス
業
、
理

学
・
工
学
研
究
所
な
ど
を
入
居
対

象
と
し
、
用
地
の
分
譲
だ
け
で
な

く
、
賃
借
も
で
き
る
な
ど
の
新
し

い
試
み
も
あ
り
ま
す
。

■
平
成
十
四
年
度
末
の
完
成
、
公

募
を
目
指
し
て
お
り
、
日
本
海
側

屈
指
の
産
業
集
積
地
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
商
工
企
画
課

1
0
7
6（
4
4
4
）3
2
4
4



2 2001.7

2001. 7月号 No.385
インターネットでもご覧になれます。

http://www.pref.toyama.jp/sections/
1101/toyama/saishin.htm
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県政の動き
（5/11～6/15）

5月15日

16日

19日

20日

24日

27日

29日

6月14日

12日

14日

県心の健康センター
〒939-8222 富山市蜷川459-1
1 076（428）1511

開所時間 月～金 午前8時30分から
午後5時まで

「こころの電話相談」 1 076（428）0606
受付時間 月～金 午前9時30分から正午、午後1時から4時

（年末年始・祝祭日は休みます）
ホームページ
http://www.pref.toyama.jp/branches/1281/1281.htm
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皆
さ
ん
、「
科
学
技
術
」
と
聞
く
と
、
な
ん
と
な
く
難
し
い
も
の
と

感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。
最
近
、
子
ど
も
た
ち
の
理
科
離
れ
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
触
れ
て
み
る
と
、
結
構
楽
し
い
も
の
と
気
付

く
は
ず
。

県
で
は
、
県
民
だ
れ
も
が
気
軽
に
科
学
技
術
に
親
し
み
、
科
学
技
術

へ
の
関
心
や
理
解
を
深
め
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
「
と
や
ま
科
学
技
術

週
間
」
を
設
け
ま
し
た
。
期
間
は
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
が
は
じ
ま

る
七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
。
こ
の
期
間
を
中
心
に
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

新
し
い
科
学
技
術
プ
ラ
ン
を
策
定

子
ど
も
の
理
科
離
れ
、
科
学
技
術

へ
の
関
心
の
低
下

県
で
は
、
平
成
三
年
に
策
定
し
た
富
山

県
科
学
技
術
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、こ
れ
ま
で

も
県
民
の
皆
さ
ん
が
科
学
技
術
に
親
し
む

機
会
の
充
実
や
試
験
研
究
機
関
・
高
等
教

育
機
関
の
整
備
充
実
な
ど
を
進
め
、
本
県

の
科
学
技
術
の
振
興
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
後
さ
ら
に
豊
か
な
県
民
生

活
を
実
現
し
、
本
県
が
大
き
く
発
展
し
て

い
く
た
め
に
は
、
社
会
や
環
境
と
の
調
和

に
配
慮
し
な
が
ら
、
本
県
の
特
色
を
生
か

し
た
科
学
技
術
を
振
興
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成

十
三
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
の
十
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
新
富
山
県
科
学

技
術
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
で
は
、
二
十
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る

本
県
の
科
学
技
術
の
振
興
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、「
新
世
紀
を
拓
く
創
造

県
富
山
」
を
め
ざ
し
て
、
今
後
、
県
民
一

人
ひ
と
り
が
科
学
技
術
を
創
造
し
、
生
か

し
、
学
び
、
親
し
め
る
よ
う
、

①
新
産
業
を
創
造
す
る
基
盤
づ
く
り

②
創
造
的
な
人
材
が
育
つ
環
境
づ
く
り

③
グ
ロ
ー
バ
ル
な
研
究
交
流
を
促
進
す
る

シ
ス
テ
ム
づ
く
り

の
三
つ
の
柱
に
基
づ
き
、
各
種
施
策
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

科
学
技
術
の
進
歩
は
、
医
療
、
産
業

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
発
展
に
大
き

な
恩
恵
を
も
た
ら
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
最

近
、
自
然
体
験
の
不
足
な
ど
に
よ
り
、
子

ど
も
の
理
科
離
れ
、
科
学
技
術
へ
の
関
心

の
低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
は
じ
め
、
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
が
科

学
技
術
に
触
れ
親
し
む
機
会
を
通
じ
て
、

科
学
技
術
へ
の
関
心
や
理
解
を
深
め
る
体

験
重
視
型
の
科
学
技
術
教
育
を
進
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

と
や
ま
科
学
技
術
週
間

県
で
は
今
年
度
か
ら
、
県
内
の
小
、

中
、
高
等
学
校
の
夏
休
み
が
始
ま
る
七
月

二
十
一
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
の
三
週
間

を
「
と
や
ま
科
学
技
術
週
間
」
と
設
定
し

と
や
ま
科
学
技
術
週
間
の
主
な
事
業

英
国
科
学
実
験
講
座

ク
リ
ス
マ
ス
・
レ
ク
チ
ャ
ー
二
〇
〇
一

メ
イ
ン
行
事
と
し
て
、「
英
国
科
学
実

験
講
座

ク
リ
ス
マ
ス
・
レ
ク
チ
ャ
ー

二
〇
〇
一
」を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講
座

は
、
イ
ギ
リ
ス
で
約
百
七
十
年
前
か
ら

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
青

少
年
向
け
の
科
学
講
座
を
再
現
す
る
も

の
で
、
本
県
で
の
開
催
は
初
め
て
で
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
二
十
一
世
紀

ロ
ボ
ッ
ト
が
変
わ
る
」。
世
界
的
に
も
著

名
な
ウ
ォ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
教
授
（
イ
ギ
リ

ス
・
レ
デ
ィ
ン
グ
大
学
）
が
、
二
十
一

世
紀
の
夢
で
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

あ
っ
と
驚
く
実
験
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、

分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

■
開
催
日
　
七
月
二
十
四
日（
火
）

二
十
五
日（
水
）

■
場
所
富
山
国
際
会
議
場（
富
山
市
大
手
町
）

■
問
合
せ
／

県
庁
商
工
企
画
課

1
0
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4
4
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※
「
英
国
科
学
実
験
講
座
」
の
参
加
者
募
集
は
締

め
切
り
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
「
富
山
の
ロ
ボ
ッ
ト
展
」
の
展
示
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
、
両
日
の
十
四
時
三
十
分
か
ら
十
五
時

三
十
分
ま
で
の
間
に
行
い
ま
す
。（
当
日
入
場

可
・
入
場
無
料
）

ま
た
、
県
内
の
高
校
生
や
大
学
生
な

ど
が
製
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
展
示
す
る

「
富
山
の
ロ
ボ
ッ
ト
展
〜
ユ
ニ
ー
ク
ロ
ボ

ッ
ト
大
集
合
！
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

『相撲ロボット』の製作に力が入る県立大沢野工業
高校機械研究部の生徒。当日はいろいろなロボッ
トを披露する。

昨年、イギリスで開かれた「クリスマ
ス・レクチャー」で講義するウォーウ
ィック教授（読売新聞社提供）

バイオテクノロジー 
～富山バイオバレー～ 

・21世紀型のバイオ研究の推進に
よる関連産業の集積 

海洋・深層水 
～富山海洋テクノコースト～ 

・深層水の利用研究を進め、海洋資
源を活用した企業等の集積 

環境・エネルギー 
～環日本海の環境研究協力拠点～ 
・環日本海沿岸諸国等との環境分
野での研究交流と協力の推進 

健康福祉 
～健康づくりの国際研究拠点～ 

・伝統医学の国際的研究に取り組み、
健康づくりの国際研究拠点の構築 

ものづくり技術 
～世界のモノ創り基地～ 

・ハイテク、ハイタッチ分野でのグローバル
で魅力的な製品等を供給する産業の集積 

創造的研究開発拠点の形成 

小・中・高等学校 科学館・博物館 

海外・国等研究機関 

（財）富山県新世紀産業機構 
（産学官の連携拠点） 

（財）富山県新世紀産業機構 
（産学官の連携拠点） 

～電脳とやま～ 
・ITを活用した情報通信関連産業
の集積等電脳とやまの構築 

IT（情報通信技術） 

新世紀を拓く創造県富山の形成 

大
学
等

 

県
立
試
等 

企

業

 

団

体

 

写真提供／読売新聞社

ま
た
、
本
県
の
特
色
を
生
か
し
、
I
T

（
情
報
通
信
技
術
）、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
、
深
層
水
な
ど
の
分
野
で
、
重
点
的
に

研
究
開
発
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
そ
の
中
か
ら
、
創
造
性
豊
か

な
人
材
育
成
の
観
点
に
立
ち
、
科
学
技
術

と
生
活
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
実
感
で
き

る
体
験
型
事
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。

ま
し
た
。
こ
の
期
間
を
中
心
に
、
県
内
の

大
学
、
県
立
試
験
研
究
機
関
、
市
町
村

な
ど
が
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
、
科
学
技

術
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
科
学
技
術
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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特
集

曜日 場　　所 対　　象 問合せ先 行　事　名　等 
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30 
31 
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3 
4 
 
5 
 
9 
 
11 
19 
21 
22 
 
25 
28

　 
（火） 
（金） 
 

（土） 
 
 
 
 
 

（日） 
（月） 
 

（火） 
（水） 
 

（木） 
 
 
 

（金） 
（土） 
 
 
 
 
 
 

（日） 
 
 
 

（月） 
（火） 
（木） 
（金） 
（土） 
 

（日） 
 

（水） 
 

（土） 
（日） 
（火） 
（水） 
 

（土） 
（火） 

プラネタリウム　ムーミン谷のオーロラ（6月9日～９月９日） 
特別展「水晶」（～９月１６日） 
夏休み企画展「植物と昆虫」－食べられ、食べて、助け合う－（～８月１５日） 
企画展「雪　ＳＮＯＷ」（～９月２４日） 
夏休み科学体験（２１日、２２日、２８日、２９日、８月４日、５日） 

日本海学講座「富山湾・日本海の魚介類」 
 
水から環境を考える2「川の水質調べ」 

おもしろ科学実験教室 
 
葉脈標本をつくろう 
公開講座「のぞいてみよう！液晶の不思議な世界」 
公開講座「楽しい材料実験」 
若潮航海教室（～２５日） 
風向風速計を作ろう 
コンピュータ・サイエンススクール（２）　～ホームページ創作～ 
コンピュータ・サイエンススクール（３）　～３Ｄ仮想空間～ 

気象台へ行こう 
 
ふしぎ体験 ｉｎ 富山高専２００１ 
中学生のためのロボット基礎講座 
科学映写会「世界遺産シリーズ 白神山地－共生の森を見つめる－」（～２９日） 

親子ロボット作り体験教室（～２９日、８月５日） 
 
親子で作るロボット入門講座（～２９日） 
ふれあい学習会「ナイトウォッチング」 
甘味実験処 
土の中の小さな虫 
フィールドウォッチング「ミクロの世界をのぞいてみよう」 
親子観察記録会　デジカメで花を撮ろう 
とやまの動物、絵しおりづくり 
宇宙をさぐるシリーズ第３回「天体望遠鏡で星を探す」 
小学生植物ふしぎ教室（～８月１日） 
公開講座「ＬＥＧＯでロボットをつくろう」（～８月１日） 
夏休み水の研究室 
親子で体験　夢づくり・ものづくり～親子で野鳥観察と巣箱づくり～（～５日） 
手作り工作コーナー（～５日） 
ふれあいガラス教室（～５日） 
おもしろ科学工作教室 
富山商船高専　市民公開講座（講演と体験航海） 

高等学校日本海学講座「河川水と富山湾沿岸部の富栄養化」 
 
第８回「おもしろ科学実験 ｉｎ 富山」（～１２日） 
電子顕微鏡で植物を観察しよう 
公開講座「微生物を知ろう」 

公開講座「技のしくみと力学」（～２５日） 
 
バードモビールを作ろう 

公開講座「化学で遊ぼう」 

富山市科学文化センター 
富山市科学文化センター 
県中央植物園 
立山カルデラ砂防博物館 
富山市科学文化センター 

魚津水族館 
 
富山市科学文化センター 

北陸電力エネルギー科学館（ワンダーラボ） 
 
富山市科学文化センター 
富山工業高等専門学校 
富山工業高等専門学校 
富山商船高等専門学校 
富山市科学文化センター 
富山商船高等専門学校 
富山商船高等専門学校 

富山地方気象台 
 
富山工業高等専門学校 
富山商船高等専門学校 
富山市科学文化センター 

なないろＫＡＮ（朝日町） 
 
富山商船高等専門学校 
魚津水族館 
北陸電力エネルギー科学館（ワンダーラボ） 
富山市科学文化センター 
立山カルデラ砂防博物館 
県中央植物園 
富山市科学文化センター 
富山市科学文化センター 
県中央植物園 
富山工業高等専門学校 
県下水道公社二上浄化センター（高岡市） 
高岡短期大学 
北陸電力エネルギー科学館（ワンダーラボ） 
北陸電力エネルギー科学館（ワンダーラボ） 
北陸電力エネルギー科学館（ワンダーラボ） 
富山商船高等専門学校 

県立大学 
 
北陸電力エネルギー科学館（ワンダーラボ） 
県中央植物園 
富山工業高等専門学校 

県営富山武道館 
 
黒部市吉田科学館 

富山工業高等専門学校 

一般 
一般 
一般 
一般 
一般 

一般 
 
一般 

小４年以上 
 
小５年以上 
中学３年生 
中学生 
中学生 
小４年以上 
中学生 
中学生 

小４年以上 
 
小５～中学生 
中学生 
一般 

親子 
 
小３年以上 
小学生以上 
小学生以上 
小４年以上 
小３年以上 
親子 
小学生以上 
小４年以上 
小４～６年生 
中学３年生 
小学生以上 
小５・６年生 
小学生以上 
小学生以上 
小３年以上 
高校生 

高校生 
 
小学生以上 
一般 
中学生 
中学柔道部員・ 
希望者 
小３年以上 
幼稚園年長、 
小1・2年生 

076（491）2123 
076（491）2123 
076（466）4187 
076（481）1160 
076（491）2123 
076（444）3339 
（県国際・日本海政策課） 
076（491）2123 

076（433）9933 
 
076（491）2123 
076（493）5486 
076（493）5486 
0766（86）5118 
076（491）2123 
0766（86）5118 
0766（86）5118 
076（491）2123 
（富山市科学文化センター） 
076（493）5405 
0766（86）5118 
076（491）2123 
0765（83）1100 
（朝日町生涯学習課） 
0766（86）5118 
0765（24）4100 
076（433）9933 
076（491）2123 
076（481）1160 
076（444）7887 
076（491）2123 
076（491）2123 
076（466）4187 
076（493）5486 
0766（24）5104 
0766（25）9139 
076（433）9933 
076（433）9933 
076（433）9933 
0766（86）5118 
076（444）3339 
（県国際・日本海政策課） 
076（479）1078（水橋高校） 
076（466）4187 
076（493）5486 
076（493）5486 
（富山工業高等専門学校） 
0765（57）0610 

076（493）5486

※行事によっては、事前申込の必要なものもありますので、それぞれの問合せ先に確認してください。 

7

月

 

8

月

 

県
立
大
学
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
祭
二
〇
〇
一

県
立
大
学
で
は
、
平
成
八
年
か
ら
大

学
の
施
設
を
開
放
し
、
親
子
で
楽
し
め

る
様
々
な
科
学
実
験
や
大
学
内
の
探
検

を
通
じ
て
、
科
学
の
お
も
し
ろ
さ
に
触

れ
る
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
祭
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
親
子
で
楽
し
め
る
催

し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

夏
休
み
子
供
科
学
研
究
室

県
立
試
験
研
究
機
関
と
県
立
大
学
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
期
間
中
に
研

究
機
関
の
特
色
を
生
か
し
、
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
先
端
技
術
等
に
触
れ
る
体

験
型
の
実
験
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
十
二
機
関
で
十
六
の
楽
し
い
研

究
室
を
開
催
し
ま
す
。

県内の高等専門学校、博物館、科学館などで、楽しい科学
イベントが次のとおり開催されます。
さあ、この夏、親子で『科学のたから島』へ探検にでかけ
ませんか。夏休みの自由研究のヒントが見つかるかも。

■
開
催
日
　
八
月
四
日（
土
）

■
場
所
　
県
立
大
学
（
小
杉
町
黒
河
）

■
主
な
実
験

果
物
を
使
っ
て
発
光
さ
せ
る
「
フ
ル
ー
ツ
電

池
」、
飛
行
機
の
飛
行
の
仕
組
み
を
探
る

「
飛
行
機
は
な
ぜ
飛
べ
る
ん
だ
ろ
う
？
」、
日

常
生
活
の
中
で
気
軽
に
で
き
る「
水
を
使
っ

た
科
学
マ
ジ
ッ
ク
」
な
ど

■
問
合
せ
／
県
立
大
学
事
務
局

1
0
7
6
6（
5
6
）7
5
0
0

（
内
線
2
3
0
）

知
恵
と
技
術
が
求
め
ら
れ
る
時
代

に
向
け
て

県
で
は
、
科
学
技
術
週
間
の
期
間
以

外
で
も
、
県
立
大
学
の
教
員
や
県
立
試
験

研
究
機
関
の
研
究
員
が
小
・
中
・
高
等
学

校
に
出
向
き
、
わ
か
り
や
す
く
科
学
技
術

の
仕
組
み
な
ど
を
紹
介
す
る
「
き
ら
め
き

エ
ン
ジ
ニ
ア
事
業
」
や
、
サ
イ
エ
ン
ス
カ

ー
（
様
々
な
科
学
実
験
機
材
を
積
ん
だ
バ

ス
）
が
県
内
の
小
学
校
を
巡
回
す
る
「
移

動
科
学
教
室
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
ど
も
み
ら
い
館（
小
杉
町
）で

は
、さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
通
じ
て
、子
ど
も

た
ち
の
創
造
性
を
は
ぐ
く
む
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
今
ま
で
以
上
に
新

し
い
知
恵
と
技
術
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と

な
る
で
し
ょ
う
。
県
で
は
今
後
も
、
子
ど

も
た
ち
の
科
学
す
る
心
を
醸
成
す
る
た
め
、

身
近
で
科
学
技
術
に
親
し
め
る
機
会
を
充

実
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
い
ろ
ん

な
行
事
に
参
加
し
て
、
科
学
技
術
の
お
も

し
ろ
さ
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

昨年実施された実験の様子。電気を通さな
い物質を液体窒素の中に入れると、電気を
通すようになる実験に子どもたちも興味津々。

曜日 場　　所 対　　象 定員 募集締切 問合せ先 行　事　名 

25 

 

26 

 

27 

 

29 

31 

 

1 

 

 

3 

4 

 

 

7 

9

（水） 

 

（木） 

 

（金） 

 

（日） 

（火） 

 

（水） 

 

 

（金） 

（土） 

 

 

（火） 

（木） 

ハーブを挿し木で増やしてみましょう（１日目） 

［１日目参加の人のみ2日目に参加（8／10）］ 

かまぼこについて調べてみよう 

「丘の夢牧場」を探索してみよう 

イネを守るもの、イネをやっつけるもの 

さかなの透明標本を作ってみよう 

血圧の不思議 

身のまわりの細菌について調べてみよう（１日目） 

［１日目参加の人のみ2日目に参加（8／1）］ 

低い温度の世界 

デザイン制作教室「オリジナルアクセサリーを作ろう」 

くだものの味くらべをしよう 

木材と水のふしぎ実験室 

ぴょんぴょんボールを作ろう 

チカチカ光る簡単電子回路 

君の手の模型を作ろう 

電子の目で花を観てみよう！ 

身近な環境をしらべてみよう 

県薬用植物指導センター（上市町） 

 

県食品研究所（富山市） 

県畜産試験場（婦中町） 

県農業技術センター農業試験場（富山市） 

県水産試験場（滑川市） 

とやま健康パーク（富山市） 

県衛生研究所（小杉町） 

 

県工業技術センター生活工学研究所（福野町） 

県総合デザインセンター（高岡市） 

県農業技術センター果樹試験場（魚津市） 

県林業技術センター（小杉町） 

県立大学（小杉町） 

県立大学（小杉町） 

県立大学（小杉町） 

県農業技術センター野菜花き試験場（砺波市） 

県環境科学センター（小杉町） 

小６～中２年生 

 

小４～中学生 

小５～中学生 

小５・６年生 

小５・６年生 

小５・６年生（保護者同伴） 

中学生 

 

小５～中学生 

小～中学生 

小５・６年生（保護者同伴） 

小４～６年生（保護者同伴） 

小４～６年生 

小３～６年生（保護者同伴） 

小学生 

小４～６年生（保護者同伴） 

小４～６年生（保護者同伴） 

15人 

 

15人 

20人 

20人 

15人 

12組 

8人 

 

約20人 

15人 

30人 

10組 

60人 

30組 

40人 

15組 

20組 

7／16 

 

7／11 

7／16 

7／16 

7／13 

7／23 

7／19 

 

7／25 

7／19 

7／25 

7／25 

7／27 

7／27 

7／27 

7／27 

7／25

076（472）0801 

 

076（429）5400 

076（469）5921 

076（429）5249 

076（475）0036 

076（428）0830 

0766（56）5506 

 

0763（22）2141 

0766（62）0510 

0765（22）0185 

0766（56）2815 

0766（56）7500 

0766（56）7500 

0766（56）7500 

0763（32）2259 

0766（56）2835

※参加費は、いずれも無料です。申込多数の場合は抽選になることがあります。 

■夏休み子供科学研究室　行事一覧 

7

月

 

8

月

 

昨年開催された夏休み子供科学研究室

①いろんな米をさわって、味わってみよう
（県農業技術センター農業試験場）

②身近な環境を調べてみよう
（県環境科学センター）

③牛を科学してみよう（県畜産試験場）

④手の模型を作ろう（県立大学）

①③

②④

●
特
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
ご
意
見
は

県
庁
商
工
企
画
課
ま
で

1
0
7
6
（
4
4
4
）
3
2
4
5



利賀村にある富山県利賀芸術公園は、日本最大の合掌造

りの劇場や野外劇場など、演劇を中心とした芸術複合施設

により構成され、その活動は世界的に有名です。21世紀を

迎えた今年も｢利賀・新緑（はるの）フェスティバル2001｣な

ど、さまざまなイベントが開催されており、今夏には｢利賀

サマー・アーツ・プログラム｣や｢BeSeTo（ベセト）演劇祭｣

が開催されます。

72001.78 2001.7

～今年も利賀が熱い～

●
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

（
財
）舞
台
芸
術
財
団
演
劇
人
会
議

東
京
事
務
所

1
0
3
（
3
9
5
1
）
4
8
4
3

富
山
県
利
賀
芸
術
公
園

1
0
7
6
3
（
6
8
）
2
0
2
8

「
利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」か
ら「
利
賀

サ
マ
ー
・ア
ー
ツ・プ
ロ
グ
ラ
ム
」へ

利
賀
村
は
、
世
界
演
劇
祭
「
利
賀
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」の
開
催
な
ど
に
よ
り
”演
劇

の
利
賀
“と
し
て
世
界
中
か
ら
注
目
を
集

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
昭
和
五
十
一
年
に
早
稲

田
小
劇
場（
鈴
木
忠
志
主
宰
現
Ｓ
Ｃ
Ｏ

ス

コ

ッ

Ｔト

）が
本
拠
地
を
東
京
か
ら
利
賀
村
に
移

し
て
活
動
を
始
め
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。
一
つ
の
劇
団
の
舞
台
芸
術
活
動
が

行
政
を
動
か
し
、
利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
全
国
で

も
珍
し
い
例
と
い
え
ま
す
。

「
Ｂ
ｅ
Ｓ
ｅ
Ｔ
ｏ
演
劇
祭
」の
開
催

「
※

Ｂ
ｅ
Ｓ
ｅ
Ｔ
ｏ（
ベ
セ
ト
）演
劇
祭
」
と

は
、
平
成
六
年
に
日
本
、
中
国
、
韓
国
の

演
劇
人
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
三
ヶ
国

共
同
の
演
劇
祭
で
す
。
第
一
回
の
ソ
ウ
ル

開
催
か
ら
東
京
、
北
京
と
三
都
市
を
二
巡

し
、
第
八
回
目
と
な
る
今
回
は
、
開
催
場

所
を
初
め
て
地
方
に
も
広
げ
、
東
京
の
ほ

か
、
利
賀
と
静
岡
で
も
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

文
化
的
な
相
互
影
響
や
異
質
性
を
確
認

し
つ
つ
、
三
ヶ
国
の
芸
術
家
が
共
同
作
業

す
る
こ
と
に
よ
り
、
芸
術
を
通
じ
た
国
際

理
解
へ
の
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
利
賀
芸
術
公
園
の
各
劇
場
で
、

中
国
、
韓
国
の
ほ
か
イ
ン
ド
な
ど
か
ら
の

参
加
を
得
て
、
最
先
端
の
舞
台
芸
術
が
競

演
し
ま
す
。

利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
昭
和
五
十

七
年
の
第
一
回
か
ら
平
成
十
一
年
の
第
十

八
回
ま
で
を
通
じ
て
、
毎
年
夏
に
開
催
。

世
界
第
一
線
の
演
劇
や
ダ
ン
ス
が
上
演
さ

れ
る
場
所
と
し
て
、
世
界
中
の
芸
術
家
た

ち
に
愛
さ
れ
、
こ
の
十
八
年
間
に
十
八
ヶ

国
、
百
五
十
四
団
体
が
参
加
し
、
延
べ
十

五
万
人
の
観
客
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
は
「
利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
替
わ
る
事
業
と
し
て
、「
利
賀
サ
マ
ー
・

ア
ー
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
演

劇
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
上
演
だ
け
で
な
く
、

舞
台
芸
術
の
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
や
人

材
の
育
成
・
発
掘
と
い
う
観
点
か
ら
、
複

数
の
事
業
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
約
一

ヶ
月
間
に
わ
た
り
実
施
し
ま
す
。

主な事業内容 

■8月11日（土） 午後8：30開演　■8月25日（土） 午後8：30開演 

大学の合宿や高校生の演劇講習会の実施 

利賀演出家コンクール 

利 賀 演 劇 塾  

利 賀 会 議 21

事業名 内　容 

21世紀の舞台芸術をリードする人材を発掘し、その活動を支援する日本で
初めての演出家のコンクール 

21世紀の日本と世界の文明・文化についての各界の第一人者による討論会 

｢世界の果てからこんにちは｣ 演出：鈴木忠志、出演：SCOT 
利賀でしか見られない壮大な仕掛花火で野外劇場を祝宴空間に変貌させる
伝説の名作 

演劇全般にわたる講義、俳優訓練法スズキ・メソッドの実践（約2週間） 参加費35,000円 

1,500円 

7月19日（土）予約開始 
5,000円 

ー 

チケット発売日・料金 
全演目共通パス 
2,000円 

※各事業の日程等の詳細は７月上旬に決まります。 

舞 台 公 演  

そ の 他  

”演
劇
の
利
賀
“は
、
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ブ
ー
ム
の
草
分
け
的
存
在
と
し
て
、

国
際
的
に
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
紹
介
す
る

先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
人
材
育
成
・
交
流
な
ど
の
新
し
い

試
み
を
加
え
な
が
ら
、”演
劇
の
利
賀
“の

伝
統
を
守
り
、
舞
台
芸
術
の
拠
点
と
し
て

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
さ
ら
な
る
発
展
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

（
注
）
Ｂ
ｅ
Ｓ
ｅ
Ｔ
ｏ
（
ベ
セ
ト
）
演
劇
祭

Ｂ
ｅ
ｉ
ｊ
ｉ
ｎ
ｇ（
北
京
）、Ｓ
ｅ
ｏ
ｕ
ｌ（
ソ
ウ
ル
）、

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
（
東
京
）の
頭
文
字
二
つ
を
略
し
た
も

の
。
利
賀
で
は
、
八
月
二
十
五
日
か
ら
九
月
十
五

日
ま
で
開
催
す
る
予
定
。

昨年実施した演出家コンクールの様子。今年も27作品の上演
が予定されている。

平成６年に完成した新利賀山房。合掌造りの建物を利用し、目
の前まで迫る舞台から役者の息遣いが聞こえるほどの臨場感が
ある。

スズキ・メソッドは、鈴木忠志氏の考案による舞台俳優の訓練法。演技
の基本である呼吸と下半身への集中力を養う。
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富
山
市
西
中
野
町
に
あ
る
城
南
公
園

の
緑
に
映
え
る
近
代
美
術
館
。
こ
こ
は
、

全
国
で
も
特
色
あ
る
美
術
館
の
ひ
と
つ

と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

ま
ず
、常
設
展
示
を
見
て
み
よ
う
。
ピ

カ
ソ
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
、
ミ
ロ
な
ど
、
ほ
と

ん
ど
の
人
が
知
っ
て
い
る
よ
う
な
二
十
世

紀
を
代
表
す
る
美
術
家
の
作
品
に
出
会

え
る
。「
二
十
世
紀
美
術
の
流
れ
」と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、時
代
を
追
っ
て
見

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
年
に
四

回
展
示
替
え
が
行
わ
れ
る
の
で
、
以
前

に
見
た
と
い
う
人
に
も
新
し
い
出
会
い

が
あ
る
は
ず
だ
。

企
画
展
示
で
は
、
年
に
六
〜
七
回
、

世
界
・
日
本
・
郷
土
の
視
点
か
ら
展
開
さ

れ
る
多
面
的
な
展
示
が
行
わ
れ
る
。常
設

展
示
が
縦
軸
な
ら
企
画
展
示
は
断
面
を

見
せ
る
横
軸
と
い
え
る
。
子
ど
も
た
ち

が
参
加
で
き
る
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
や
椅
子
な
ど
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示
さ
れ
て
い
る
二
階
ロ

ビ
ー
や
、
ビ
デ
オ
ブ
ー
ス
、
図
書
閲
覧

室
、喫
茶
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
は
、入
場
無
料

と
な
っ
て
い
る
の
で
、気
軽
に
立
ち
寄
っ

て
み
た
い
。

今
年
三
月
、太
閤
山
ラ
ン
ド
の
ふ
る
さ

と
パ
レ
ス
内
に
、「
ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
れ
は
、
県
民
に
開

か
れ
た
美
術
館
を
め
ざ
す
近
代
美
術
館

が
、
収
蔵
作
品
を
中
心
と
し
て
年
三
回

の
企
画
展
を
行
う
も
の
。
郷
土
に
関
す

る
も
の
や
子
ど
も
た
ち
に
気
軽
に
親
し
ん

で
も
ら
え
る
も
の
な
ど
、
多
様
な
テ
ー
マ

で
開
催
さ
れ
る
。
優
れ
た
作
品
を
見
る
こ

と
は
、心
や
感
性
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
。

子
ど
も
と
一
緒
に
自
然
と
美
術
に
触
れ

る
一
日
を
過
ご
す
の
も
い
い
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
う
れ
し

い
の
が「
学
校
一
日
美
術
館
」。
県
内
の

小
中
学
校
な
ど
を
会
場
と
し
て
、
美
術

館
の
収
蔵
作
品
を
展
示
す
る
も
の
で
、
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、地
域
の
人
々
も

来
場
し
、
ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
。

今
年
七
月
、二
十
周
年
を
迎
え
る
近

代
美
術
館
は
、本
県
出
身
の
詩
人
・
美
術

評
論
家
で
あ
る
瀧
口
修
造
の
作
品
を
紹

介
す
る
記
念
展
を
開
催
す
る
。
同
時
に
入

善
町
の
発
電
所
美
術
館
や
県
民
会
館
で

も
同
氏
を
め
ぐ
る
企
画
展
を
行
う
。こ
の

よ
う
に
県
内
の
美
術
館
等
で
近
代
美
術

館
の
収
蔵
作
品
に
親
し
め
る
企
画
が
年

間
十
一
回
予
定
さ
れ
て
い
る
。
二
十
一

世
紀
を
迎
え
て
ア
ー
ト
が
よ
り
身
近
に
な

り
、
楽
し
み
方
も
増
え
て
き
そ
う
だ
。

誰
も
が
身
近
に
親
し
め
る「
開
か
れ
た
美
術
館
」へ

至
富
山
IC
 

至
富
山
空
港 

神
通
川 

至高岡 至魚津 

至滑川 

至立山 

科学文化 
センター 
● 

GS● 

西中野口 
バス停 

全日空● 
ホテル　 

富山駅前 

小
泉
町 

至小杉 

富山大橋 

有沢橋 

至婦中 立山通り 

市内電車 

R41

R41

■近代美術館 
城南公園 

城址公園 

富山駅 
JR北陸線 

開館時間／午前9時30分～午後5時
（入館は午後4時30分まで）

常設展示観覧料／
一般200円、高・大160円、小・中100円

※次の場合は常設展示の観覧料は無料になります。
（詳しくは、美術館へお問い合わせください）
○第2・第4土曜日の児童・生徒の観覧
○福祉施設の入所者、各種福祉関係の手帳を
お持ちの方とその付添者の観覧　など

休 館 日／月曜日、祝日の翌日（月曜日が祝日
のときは火曜日）、年末年始

●次回の企画展
第8回現代芸術祭「瀧口修造の造形的実験」
7月19日（木）～9月24日（月・休）
一般700円、高・大500円、小・中350円
（常設展示の観覧料は無料になります）

問 合 せ／1076（421）7111
ホームページ／http://www.pref.toyama.jp/

branches/3042/3042.htm

■バスで
富山駅前から地鉄バスで⑨⑩⑪のりば
西中野口下車　徒歩2分

■市内電車で
富山駅前から南富山行き　小泉町下車
徒歩約10分

■自家用車で
北陸自動車道富山ICから約10分

「びじゅつ探検ー家族でみよう 森と動物」
9月16日（日）まで　
開館時間／午前9時30分～午後5時

（入場は午後4時30分まで）
観 覧 料／無料
休 館 日／太閤山ランドの休園日（原則として

火曜日、祝日の翌日、年末年始）
※夏期プール期間は無休

駐 車 料／（太閤山ランド駐車場）大型600円、
普通380円

県立近代美術館

ふるさとギャラリー（太閤山ランド内）

1981年7月、置県100年記念事業の一
環として開館。20世紀美術の流れを展望
するとともに、郷土美術を発展させるこ
とを基本姿勢としている。収集・展示・普
及・調査研究の各活動を行い、現在ポス
ター約8,000点、絵画他約2,200点を
収蔵している。

作品を解説した鑑賞カード。大人用
と子ども用の2種類が用意されてお
り、作品の理解を深めてくれる。

大人も子どもも見れば楽しいのがア
ート。常設展示では、ボランティア
による解説も行っている。

2階は常設展示「20世紀美術の流れ」。20世紀初めから今日
までたどってきた美術の流れを6つのコーナーにより構成し
ている。

1階企画展示室では、「富山国際現代美術展」「世界ポスタートリエンナーレトヤマ」など、世界的視野にたった企
画展も継続して開催されている。近代美術館のシンボルともいえるドームから光が注ぐ。

鑑賞のあとはお茶を飲んでゆっくりとしたひ
とときを。喫茶ラウンジからは城南公園の緑
が心地よい。

太閤山ランドふるさとパレスの中にある
「ふるさとギャラリー」。

ふるさとギャラリーでは、可動式パネルを使い、見せ
方にも工夫がされている。2階バルコニーには、立体
造形も展示。

県総合デザインセンターと連携し、近代美術館
の豊富な椅子コレクションを紹介している（企
画展を年1～2回開催）。

県内の小・中学校の子どもたちが企画展示室を自由に使
い、共同で作品を創作する「トライ・アート」（年1回開
催）。

近代美術館の収蔵作品を県内の小・中学
校で展示・紹介する「学校一日美術館」。
学芸員から説明を受けた後、作品の感想
を話し合う子どもたち。
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「源平火牛まつり2000」実行委員長

1962年生まれ 小矢部市在住

街
を
疾
走
す
る
巨
大
な
火
牛
か
ぎ
ゅ
う

「
源
平
火
牛
ま
つ
り
」が
受
賞
し
た「
ふ

る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
」は
、（
財
）地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
と
全
国
五
十
八
の
新
聞
社

が
制
定
す
る
も
の
で
、
今
回
は
、全
国
か

ら
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
百
八
十
三
の
イ
ベ
ン

ト
の
な
か
か
ら
、
九
イ
ベ
ン
ト
に
大
賞
と

各
部
門
賞
が
贈
ら
れ
た
。

祭
り
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門
賞
に
輝
い
た「
源

平
火
牛
ま
つ
り
」
は
、
祭
り
の
目
玉
で
あ

る
”火
牛
の
計
レ
ー
ス
“
で
高
い
評
価
を

受
け
た
。
こ
れ
は
、
高
さ
約
二
・
五
メ
ー

ト
ル
、重
さ
約
五
百
四
十
キ
ロ
の
わ
ら
製

の
牛
を
、
四
人
が
一
組
と
な
っ
て
引
き
、

途
中
の
障
害
物
を
く
ぐ
り
抜
け
な
が
ら
、

往
復
二
百
メ
ー
ト
ル
の
タ
イ
ム
を
競
う
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
競
技
。石
動
駅
前
商
店
街

を
、ホ
ラ
貝
を
合
図
に
、角
に
た
い
ま
つ
を

付
け
た
巨
大
な
牛
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
駆
け

て
行
く
迫
力
は
圧
巻
だ
。

血
が
騒
ぐ
”俺
た
ち
の
祭
り
“に

「
誰
も
が
参
加
で
き
る
祭
り
、
血
が
騒
ぐ

激
し
い
祭
り
、
そ
し
て
小
矢
部
で
し
か

で
き
な
い
祭
り
が
欲
し
か
っ
た
ん
で
す
」

そ
ん
な
思
い
か
ら
、
屋
敷
さ
ん
た
ち
実

行
委
員
が
目
を
向
け
た
の
が
小
矢
部
の

歴
史
。
倶
利
伽
羅
峠
の
源
平
合
戦
で
源

義
仲
が
仕
掛
け
た
奇
策
”火
牛
の
計
“の

故
事
を
踏
ま
え
た
も
の
が
で
き
な
い
か
と
、

こ
の
レ
ー
ス
は
発
案
さ
れ
た
。

し
か
し
、
実
際
に
牛
を
製
作
す
る
と

な
る
と
、「
ど
う
や
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
い
。
見
よ
う
見
ま
ね
で
作
っ
た
最
初

の
牛
は
馬
み
た
い
な
顔
で
し
た
」と
苦

笑
い
す
る
屋
敷
さ
ん
。
そ
れ
を
リ
ヤ
カ

ー
に
載
せ
て
走
ら
せ
る
と
い
う
素
朴
な

も
の
だ
っ
た
が
、
面
白
く
な
り
そ
う
な

手
ご
た
え
を
感
じ
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、

昨
年
、
鉄
骨
枠
組
み
の
牛
づ
く
り
に
本

格
的
に
取
り
組
ん
だ
。

「
完
成
し
た
の
が
祭
り
の
二
日
前
。
約
七

十
日
間
か
か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
過
程

で
仲
間
意
識
が
育
ち
、俺
た
ち
が
作
っ
た

牛
だ
ぞ
、
俺
た
ち
の
祭
り
だ
ぞ
と
い
う

気
持
ち
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
ね
」

夢
は
全
国
遠
征

二
回
目
に
し
て
、
三
十
チ
ー
ム
以
上

が
名
乗
り
を
上
げ
る
ほ
ど
の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
。今
年
は
さ
ら
に
チ
ー
ム
数

7月27・28日に小矢部市で開催される「源
平火牛

かぎゅう

まつり」。一昨年から始めた“火牛の
計レース”が人気を呼び、昨年は2万人の観
客がつめかけた。そして、地域の活性化に
大きく貢献したイベントを讃える「第5回ふ
るさとイベント大賞」部門賞（祭り・スポー
ツ部門）を受賞するという栄誉にも輝いた。
屋敷吉信さん（38歳）は、この小矢部の祭り
を一気に盛り上げた火牛の計レースを発案
した立役者の一人である。

を
増
や
し
、一
般
の
部
四
十
チ
ー
ム
と

子
ど
も
の
部
の
二
十
チ
ー
ム
で
、
熱
い

レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
る
。

屋
敷
さ
ん
は
今
年
、新
し
い
発
想
を
持

っ
た
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
若
手
に

実
行
委
員
長
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
が
、祭

り
へ
の
誇
り
と
期
待
は
人
一
倍
強
い
。

「
岸
和
田
と
い
え
ば
だ
ん
じ
り
、
の
よ
う

に
、小
矢
部
と
い
え
ば
火
牛
、と
な
る
ま

で
に
し
た
い
で
す
ね
。そ
う
す
れ
ば
、小

矢
部
の
名
前
や
文
化
、
桜
町
遺
跡
や
メ

ル
ヘ
ン
建
築
と
い
っ
た
見
ど
こ
ろ
を
も

っ
と
知
っ
て
も
ら
え
ま
す
か
ら
」

「
源
平
火
牛
ま
つ
り
」を
き
っ
か
け
に
、

生
ま
れ
育
っ
た
小
矢
部
を
全
国
に
ア
ピ

ー
ル
し
た
い
と
い
う
屋
敷
さ
ん
。
将
来

は
、
全
国
に
あ
る「
源
義
仲
復
権
の
会
」

と
交
流
し
、
各
地
に
火
牛
の
計
レ
ー
ス

を
遠
征
さ
せ
る
と
い
う
大
き
な
夢
も
描

い
て
い
る
。

たいまつを付けて疾走する、早さとテクニッ
クが求められる迫力のレース。火牛の計レー
スへの参加については、小矢部市商工振興課
（10766（67）1760）まで。

火牛をつくるメンバーたち。鉄
のフレームに何重にもわらを巻
いて完成させる。
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平成13年度黒部ルート見学会の参加者募集

第8回Ｕターンフェア・イン・とやまの開催

I N F O R M A T I O N  インフォメーション

すまいアップセンター相談所開設

平成13年度「うるおい環境とやま賞」の募集

うるおいある環境づくりを進めるため、心に｢うるおいやゆ
とりを与える景観｣を県民の皆さんから募集し、特に優れた
ものを顕彰しています。

対　　象 ｢ゆとり｣や｢うるおい｣を感じる県内の建造物や施
設などによって形成される景観で、次のいずれか
に該当するもの
○地域の魅力を創出し、または地域のシンボルと
なっているもの

○地域住民等の創意工夫や努力によって魅力が創
出されているもの

募集締切 8月17日（金）
応募方法 各市町村の窓口などで配布されている｢応募票｣に

必要事項を記載のうえ、推薦する施設がある市町
村の企画担当課、または直接、県庁生活文化課ま
でご応募ください。
※電子メールによる応募も受け付けています。
seikatsubunka3@pref.toyama.jp

●問合せ 県庁生活文化課　1076（444）9616

黒部峡谷鉄道の欅平から黒部ダムまでを結ぶ黒部ルート見
学会の参加者を募集しています。

対 象 小学校5年生以上の健康な方
（小学生の場合は保護者同伴）

実 施 日 8月23日～11月29日の木曜日（10月18日を
除く）と9月26日、10月31日の計16回

募集締切 実施日の7週前の水曜日
コ ー ス 欅平からと黒部ダムからの2コース
定 員 両コースとも1回につき30人
参 加 費 無料（ただし、集合場所まで及び解散場所からの

交通費は別途必要）
※詳しくは、市役所、町村役場、県庁、関西電力県内事業所に備え付けの

｢見学会のご案内｣をご覧ください。

●問合せ 黒部ルート見学公募委員会事務局
1076（442）8263

県内の企業へＵターン就職を希望される方々に県内企業と
直接面談できる場を提供するため、面接会を開催します。

日 時 8月14日（火）午後1時～4時30分
会 場 テクノホール
参加企業約100社
対 象 県内の企業へ就職を希望する社会人及び来春大学

等卒業予定者
内 容 ○企業の人事担当者との個別面談による採用条件

等の説明・面接
○ハローワーク職員による職業相談、Uターン求
職登録、職業能力開発についての相談
○住宅情報、教育情報、生活関連情報の提供

※求職者は、事前申込みの必要はありません。

※参加を希望される企業は、7月18日（水）までに最寄りのハローワー

クへお申し込みください。

●問合せ 最寄りのハローワーク
または県庁労働雇用課　1076（444）8897

住まいに関するさまざまな問題に対し、無料で相談に応じ
ます。

相 談 例 ○シックハウス対策について知りたい。
○住宅融資・補助について聞いてみたい。
○今の家をバリアフリー化する方法は？
○雪や地震に強い家をつくりたい。
○住宅性能評価とは？

相談場所 (財)富山県建築住宅センター
富山市舟橋北町4-19 森林水産会館2F
1076（439）0248

相談時間 午前9時～午後5時（土・日・祝を除く）

●問合せ 県庁建築住宅課 1076（444）3356

試験名 試験区分 受付期間 日程等 

中級 
（短大卒以上） 

一般事務、保育士、 
臨床検査技師、農業土木、
林業、学校栄養職員 8月10日（金）  

～8月29日（水） 

7月23日（月）  

～8月15日（水） 

1次試験 
 

2次試験 

合格発表 

9月23日（日） 
会場/富山高等学校 

10月下旬～11月上旬 

11月16日（予定） 

1次試験 
 

2次試験 
合格発表 

9月16日（日） 
会場/富山中部高等学校 

11月上旬 
11月16日（予定） 

初級 
（高校卒程度） 

一般事務、学校事務、 
警察事務、 
少年警察補導員 

警察官 
（大学卒を除く） 

男性警察官 

女性警察官 

※受験案内・申込用紙は、県庁、
県民相談室（高岡・魚津・砺
波総合庁舎内）で配布してい
ます。郵送での入手方法に
ついては、下記の問合せ先ま
でおたずねください。

（警察官採用試験受験案内
は、県警本部、県内の警察
署・交番・駐在所でも配布し
ています。）

受験資格は職種によって異なります。詳しくは人事委員会事務局の
ホームページをご覧ください。
http://www.pref.toyama.jp/sections/0300/0300.htm 

●問合せ 県人事委員会事務局任用課

1076（444）2166
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8月号（各世帯配布版）は8月上旬の朝刊各紙に折り込んでお届けする予定です。

■応募方法
ハガキに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、
年齢と、本誌の感想・入手方法を記載。

あて先／〒930-8501（住所不要）
富山県庁広報課「県広報とやま7月号」クイズ係

締切／8月3日（金）（消印有効）

正解者の中から10名の方に、9・10ページで紹介
した「県立近代美術館」のオリジナル一筆箋（収蔵
作品解説付き）2冊をプレゼントします。

ご応募お待ちしています。

▼「県広報とやま」の今後の発行計画
は次のとおりです。これからも皆さん
のご愛読をお願いします。

◆８月号【各世帯配布版】

８月上旬の朝刊に折り込み
◆９月号【通常版】

◆１０月号【通常版】

◆１１・１２月合併号【通常版】

１１月１日に発行
◆１月号【各世帯配布版】

１月上旬の朝刊に折り込み
◆２月号【通常版】

◆３月号【通常版】

◆４月号【各世帯配布版】

３月下旬の朝刊に折り込み

※通常版は原則として毎月１日の発行
です。計画は変更になる場合があり
ます。

県広報とやまの各世帯配布版（年3回発
行）は、新聞折込で各家庭にお届けします。
また、通常版（年7回発行）は、次の場所で
無料配布するほか、郵送による定期購読
も受け付けています。

主な配布箇所
県庁、県刊行物センター（県民会館１階）、
県の各施設、市町村役場、図書館、文化
ホール、公共温泉施設、主なショッピング
センター、いきいきＫＡＮ（富山駅前Ｃ
ＩＣ５階）、JR駅（一部）、富山空港、東
京事務所、大阪事務所、名古屋事務所

定期購読の申込方法
郵便番号・住所・氏名・電話番号・購読
回数（通常版の回数）を明記し、郵送料
として１回当たり１６０円分の切手を
同封のうえお申し込みください。
※購読期間中は､通常版･各世帯配布版の両方
を郵送しますが､郵送料の負担は通常版の分だ
けで結構です｡
（例：最新号から1年間購読を希望する場合は、
160円×7回＝1,120円になります。）

あて先
〒９３０-８５０１（住所不要）富山県庁広報課
「県広報とやま」定期購読係

県の新しい総合計画「富山県民新世紀計画」がスタート
しました。この計画の基本目標は何でしょうか。

→答えは１ページにあります。

「水と緑といのちが輝く　○○とやま」
とお答えください。

県のスポーツ施設が利用しやすくなりました

利用時間区分の変更

年齢や能力などに応じたきめ細やかな利用ができるように、時間区分を１時
間単位に設定しました。

アリーナ、プールの面の利用区分の変更

競技種目、利用人数に応じてアリーナを有効に活用するため、利用できる面
区分をより細かく設定しました。また、プールを入場無料の大会で使用する
場合、１コースから利用できるようになりました。

2

利用者の利便性の向上を図るため、県のスポーツ施設を貸し切りで使用する際の利用
時間、面の利用区分の設定が平成１３年４月から改正されました。

●問合せ　県教育委員会スポーツ課　1 076（444）3460

施　設 設　備 利　用　区　分 

・全面 
・1/2面（バスケットボール１面分） 
・1/3面（バレーボール１面分） 
・1/10面（バドミントン1面分、卓球1面分） 

・全面 
・1/2面（バスケットボール１面分） 
・1/3面（バレーボール１面分） 
・1/6面（バドミントン1面分、卓球1面分） 

大アリーナ 

県総合体育センター 

県西部体育センター 

県総合体育センター 

県高岡総合プール 

中アリーナ 

５０m温水プール 

５０ｍプール 
２５ｍ温水プール 

・入場有料の大会 全面 
・入場無料の大会 全面 
 1コース 

追加 

追加 

追加 

1

とやまの情報お伝えします！【7月の県政番組】 ※タイトルは、いずれも仮題です。

このほか、新聞広報やインターネットでも
県政情報をお伝えしています。
■新聞広報「県からのお知らせ」
７月１４・２８日の朝刊各紙に掲載予定

■富山県ホームページ
http://www.pref.toyama.jp/

北日本放送テレビ
毎週日曜11:00～11:30

チューリップテレビ
第４日曜 10:00～10:52

ＦＭとやま
毎週月曜～木曜11:30～11:40
毎週土曜 11:30～11:55

富山テレビ
毎週日曜 9:00～9:30

11日 水環境を守る下水道
18日 科学技術に親しもう!
15日 ふるさと探訪 ～庄川町～
22日 雇用の安定をめざして
29日 在宅福祉サービスの充実

1日 ボランティア活動
18日 富山のコレクション
15日 黒部川
29日 夏休み大研究
※7月22日は放送がありません。

22日 見たモン流自由研究のススメ ～動植物特集～

時間設定

対象施設

旧 午前、午後、1日

県総合体育センター、県西部体育センター、県高岡総合プール、
県営富山武道館、県営高岡武道館、県営富山弓道場

新 1時間単位
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 小
杉
町
黒
河
（
太
閤
山
ラ
ン
ド
内
）

1
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7
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6
）9
0
0
0

こ
ど
も
み
ら
い
館

おかげさまで満9才「バースデーゲームの集い」
【7/8（日）12：30～、14：30～】
開館記念日を祝って、スタッフが繰り広げる
ゆかいなゲームを楽しめます。

「造形サファリパーク」
【7/20（祝）～9/2（日）】材料費 100～300円
アフリカの大草原に生きる動物たちをテー
マに、様々な素材を使った動物の制作やクイ
ズなどを楽しめます。

9:30～17:00（7/20（祝）～8/31（金）は～18:00）
休火曜・第4水曜・祝日の翌日（7/23は閉館）
入館無料

GS● 

　こども 
◎みらい館 

●環境科学 
　センター 

●県立大学 

至富山 至高岡 

太閤山ランド 

至JR小杉駅 

至小杉I.C

至
新
湊 

 小
杉
町
黒
河
4
7
7
4-

6

1
0
7
6
6（
5
6
）6
1
1
6

県
民
公
園

太
閤
山
ラ
ン
ド

プール開き
【7/14（土）～9/2（日）】 7/14（土）のみ10：00～
一般 1,230円／高 870円／小・中 370円／幼 120円

ふれあい農園・夏野菜収穫祭
【8/5（日）10：00～13：00】
トウモロコシや枝豆などの収穫を楽しみ、
採れた野菜を使ってバーベキューをします。
参加費大人 1,000円／小学生以下 500円

9:00～17:00（7/20（金）～8/31（金）は～18:00）
休火曜（プール期間中は無休）・祝日の翌日
入園無料（駐車料金は別途必要）

GS● 

◎ 
太閤山ランド 

●環境科学 
　センター 

●県立大学 

至富山 至高岡 

至JR小杉駅 

至小杉I.C

至
新
湊 

 大
山
町
有
峰
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7
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有
峰
青
少
年
の
家

「大自然の有峰と立山カルデラをもとめて」
【7/25（水）8：00～26（木）～16：00】1泊2日
立山カルデラの現地体験学習会、立山カルデ
ラ砂防博物館の見学、イワナのつかみどりと
スターウォッチングを行います。
対象／小学3年生以上の家族、一般、グループ
参加費／2,500円
定員／40名　要申込

有峰 
青少年の家 
　　　　◎ 有峰ふるさと

自然公園 
至
折
立 

至
富
山 

有峰ダム 有峰湖 

展望園地 

8:30～17:15
休 月曜・祝日の翌日
日帰り利用料 90円
宿泊料 26歳以上 1,020円 25歳以下 670円小・中 340円

 富
山
市
湊
入
船
町
6-

7

1
0
7
6（
4
3
2
）4
5
0
0

県
民
共
生
セ
ン
タ
ー

男性生活講座（全4回）
【7/21（土）10：00～13：00】
【8/4（土） 10：00～12：00】
【8/25（土）10：00～13：00】
対象／県内在住の男性 定員20名 申込7/7（土）まで
※9/1は公開講座のため一般の方も受講できます。
公開講座「パパだからできる！」
【9/1（土）13：30～15：30】
講師／鈴木光司（作家）
定員200名 要申込 8/18（土）まで

　県民共生 
◎センター 

● 

● 
とやま 
自遊館 

●
富
山
市 

　
総
合
体
育
館 

オーバード 
●ホール 

●
富
岩
運
河 

　
環
水
公
園 

いたち川 

JR富山駅 
北口 

ボルファート
とやま 

9:00～21:00（日曜～17:00）
図書室9:00～20:00（日曜～17:00）
休月曜・祝日

 婦
中
町
吉
住
1-

1
1
0
7
6（
4
6
9
）5
2
5
2

自
然
博
物
園

ね
い
の
里

自然観察会
「有峰の自然探勝 ーブナ林を訪ねるー」
【7/22（日）8：00～16：00】
ブナ林やそこに居住する動物などを観察し、
ブナの特徴や動物の居住環境を考えながら
森林浴を楽しみます。
対象／小学生以上
参加費／実費負担（バス代と有料道路代など）
集合場所／いこいの村駐車場
定員30名 要申込

9:00～16:00
休 火曜・祝日の翌日　入園無料

◎ねいの里 

至砺波 

至八尾 

有沢橋 至高岡 

小杉I.C

JR
高
山
本
線 

婦中大橋 

●いこいの村 

北陸自動車道 神
通
川 

千
里
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健康医学講演会
【7/17（火）13：30～15：00】無料
「1・2・3で楽しく運動」
講師／片貝仁子（富山健康科学専門学校 専任講師）
【8/4（土）13：30～15：00】無料
「美と健康のセルフマッサージ」
講師／浅井隆彦（トレーナーズ・プロジェクト代表）
休月曜（8/13は開館）
健康スタジアム10:00～22:00（日・祝は～19:00）
1日 1,800円／3時間 1,500円／2時間 1,000円
生命科学館（展示場）9:30～17:00 200円
屋外健康づくり施設 9:30～17:00 無料
※小・中学生は半額、幼児は無料です。
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「舞台芸術・芸能ー発見ライブ in ORBIS」
太神楽っておもしろい！
【8/18（土）18：30～】
主に「舞」と「曲芸」に分類される太

だい

神
か

楽
ぐら

。今回
は、傘の上で茶碗などをのせて廻す「曲芸」を
中心に、一流の芸を披露します。

出演／鏡味仙之助・鏡味仙三郎
ボンボンブラザーズ
林家正楽 他

3,000円（前売・当日とも）全席自由
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夏休み特別展「植物と昆虫」
【7/20（祝）～8/15（水）9：00～17：00】
無料

小学生植物ふしぎ教室
【7/30（月）～8/1（水）10：00～16：00】
要申込　無料

夜の温室植物
【8/14（火）～15（水）19：00～21：00】
夜間特別料金　一般 300円/小・中 150円

9:00～17:00
休 木曜　一般 600円小・中 300円
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海王丸フェスティバル
【7/20（祝）9：30～21：00】
各種ボートの体験乗船などを行います。

海王丸総帆展帆
【7/20（祝）・8/5（日）】

スターダストドリーミング in海王丸パーク
「平家みちよ&メロン記念日」のハッピーライブ
【8/4（土）17：30～】
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新港の森 
● 

海王丸パーク◎ 

万葉線 

至高岡 至富山 

富山新港 

海王丸駅 越ノ潟 

入園自由
帆船海王丸は9:30～17:00（7/20～8/31は～18:00）
休 月曜・祝日の翌日（7/21、8/13は乗船可能）
一般 400円 小・中 200円
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夏の子どもフェア
パソコンを使って、オリジナルTシャツ、肖像
写真、カレンダー作りなどの講座を行います。
【7/24（火）～27（金）】
午前の部 10：00～12：00
午後の部 13：30～15：30
【7/28（土）・29（日）】
10：00～15：30
対象／小・中学生（小学3年生以下は保護者同伴）
参加費／無料　要申込

9:30～17:00
休 月曜・祝日の翌日 入館無料

 高
岡
市
中
川
園
町
13-

1

1
0
7
6
6（
2
5
）4
1
4
1

高
岡
文
化
ホ
ー
ル

中村紘子ピアノリサイタル
【7/15（日）14：00～】
日本を代表するピアニスト、中村紘子さんが
繊細でダイナミックな演奏を披露します。
前売 5,000円（当日5,500円）
会場受付にて座席指定当日13:00～

高岡ギャグ夏祭り2001
【8/12（日）11：00～、15：00～】
東京、大阪のお笑い陣の中からよりすぐった
メンバーが、”笑いの渦”を巻き起こします。

出演／オール阪神・巨人、堺すすむ、ちゃらんぽらん 他
前売 3,000円（当日3,500円）全席自由
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特別企画 雲上ファンタジー
「立山 宇宙の発見」
【7/21（土）・8/4（土）・11（土）】
いずれも1日2回（10：30～、13：00～）
「立山曼荼羅絵解き」を行い、先人の立山に
対する宇宙観や精神性を説明します。
定員約40名（先着順）無料
会場／立山室堂平・室堂小屋南室
※直接会場までお越しください。

9:30～17:00 
休 月曜（8/13は開館）・祝日の翌日（7/21は開館）
一般 650円 高・大 400円 小・中 250円
※展示館・遙望館・まんだら遊苑の3施設セット券
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編
集
協
力
／（
株
）ア
キ
デ
ザ
イ
ン

国
道
41
号
を
南
へ
行
く
と
、
深
い
峡
谷
が
見

え
て
く
る
。
豊
か
に
自
然
を
残
す
神
通
峡
の

左
岸
が
細
入
村
、
右
岸
が
大
沢
野
町
。
や
が

て
神
通
川
第
二
ダ
ム
が
姿
を
見
せ
る
と
、
深

緑
の
水
を
た
た
え
た
ダ
ム
湖
と
木
々
が
織
り

な
す
風
景
と
な
る
。

湖
面
に
浮
か
ぶ
の
は
、
幾
艇
も
の
ボ
ー
ト
。

ボ
ー
ト
競
技
が
始
ま
っ
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

漕こ

ぎ
手
の
こ
と
を
”オ
ア
ズ
マ
ン
“と
呼
び
、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
敬
意
が
払
わ
れ
る
。

ダ
ム
湖
に
は
県
漕
艇

そ
う
て
い

場
が
あ
り
、
中
学
か
ら

大
学
、
実
業
団
な
ど
に
所
属
す
る
オ
ア
ズ
マ

ン
た
ち
が
毎
日
厳
し
い
練
習
を
重
ね
て
い
る
。

富
山
県
の
ボ
ー
ト
競
技
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
を
誇
り
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
２
０
０

０
年
と
や
ま
国
体
で
も
、
こ
の
漕
艇
場
を
舞

台
に
数
々
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

ボ
ー
ト
は
、
体
力
と
持
久
力
、
そ
し
て
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
る
競
技
。フ
ォ
ア（
四

人
）、
エ
イ
ト（
八
人
）と
、
漕
ぎ
手
が
多
く
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
、
リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
よ
り
重
要
に
な
る
。

「
キ
ャ
ッ
チ
、
ロ
ー
。
キ
ャ
ッ
チ
、
ロ
ー
」

掛
け
声
に
合
わ
せ
、
”キ
ャ
ッ
チ
“で
オ
ー
ル

（
櫂か

い

）を
水
に
入
れ
、
”ロ
ー
“で
引
く
。
全
員

の
一
糸
乱
れ
ぬ
動
き
が
、
ボ
ー
ト
を
よ
り
速

く
走
ら
せ
る
。
吹
き
抜
け
る
風
の
な
か
、
一

体
と
な
っ
て
進
む
オ
ア
ズ
マ
ン
た
ち
を
、
峡

谷
は
や
さ
し
く
見
守
っ
て
い
る
。

※県内50箇所の「とやまの音風景」を収録したCDは市町村図書館などでお聴きになれます。
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